
＜ 春の校庭 ～④雑草と虫・マメの仲間 ＞
ざっそう なか ま

皆さん、こんにちは。牛久二小の春の校庭「雑草とそこに来る虫たち」、今回はマメの仲間です。
ざっそう なか ま

シロツメクサなど、まだ花が咲いてないも
さ

のは後日に紹介することにして、とりあえず
ご じつ しょうかい

花の咲いていたものだけを取り上げます。何
さ

度かご紹介していますが、カラスノエン
しょうかい

ドウにはアリやテントウムシなど、いろい

ろな虫がやってます。緑色や黒いアブラム

シが、若い茎にびっしりついていることも
くき

ありますが、いったい何をしているのでしょ

う？ アブラムシの口先を、じっくり見たこ

とがありますか？ セミやカメムシと同様、
どうよう

針のように細長いです。アブラムシはこの口
はり ほそなが

先をまだ柔らかい茎に突き刺して、栄養たっ
やわ くき つ さ えいよう

ぷりの汁を吸ってしまうのです。だから、ア
しる す

ブラムシに取りつかれると植物は弱ってしま

うのです。そのアブラムシを食べてくれるの

が、テントウムシ。幼虫も、アブラムシを食
ようちゅう

べます。では、アリは？いろいろ調べてみま

しょう。 【理科支援員：宮内】
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カラスノエンドウ(左上)とその汁を吸うソラマメヒ
しる す

ゲナガアブラムシ(右)。

アブラムシを食べるナナホシテントウ幼 虫 (左中)。
ようちゅう

これもマメの仲間、コメツブツメクサ(左下)。
なか ま


